
●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
価

　
大
暴
落

　

2
0
2
0年

3月

16日

（
日
本
時
間

17日
）
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ダ
ウ
平
均
株

価
は
最
高
値

2万

9千
ド

ル
が

2万

1千

2
0
0ド

ル
に
暴
落
し
乱
高
下
を
続

け
て
い
る
。

　
日
経
平
均
株
価
も

2万

4千
円
が

1万

9千
円
台

へ
の
暴
落
で
あ
る
。

　
世
界
は
武
漢
コ
ロ
ナ
に

恐
れ
す
ぎ
て
い
る
。

　
円
は

3
6
0円

が

50年

間
に

1
1
2円

の
円
高
に

な
り
、
今
回

1
0
7円

に
高

騰
し
円
高
ド
ル
安
で
あ

る
。
円
高
な
の
に
財
務
省
、

政
治
家
、
マ
ス
コ
ミ
は
愚
か

に
も
財
政
破
綻
を
主
張
す

る
。
原
油
は

55ド
ル
が

20ド

ル
と
半
値
の
暴
落
で
、
石
油

業
界
は
ガ
ソ
リ
ン
を
半
値

以
下
で
売
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
ド
ル
が
基
軸
通
貨
な
の

で
ド
ル
安
円
高
で
外
国
品

は
安
く
な
り
、
日
本
品
は
高

く
な
る
。
し
か
し
債
権
大
国

の
日
本
は

3
6
0円

貸
し

た
ド
ル
が

1
0
8円

の
ド

ル
安
円
高
な
ら

1
0
8円

し
か
返
済
さ
れ
ず
大
損
害

を
被
る
。

　
円
高
を
阻
止
す
る
に
は

財
政
拡
大
で
経
済
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
に
尽
き
る
。

●
ま
と
も
な
経
済
に
戻
せ

る
の
は
債
権
大
国
の
日
本

と
借
金
大
国
の
米
国

　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
消
費

が
激
減
し
な
い
よ
う
に
ド
ル

増
発
と
国
債
発
行
で

2
2
0

兆
円
の
財
政
政
策
で
減
税
を

実
行
す
る
。

　
し
か
し
、
愚
か
な
財
務
省
、

政
治
家
、
マ
ス
コ
ミ
は
財
政
破

綻
す
る
と
消
費
増
税
を
主
張

す
る
。
債
権
大
国
だ
か
ら
安
倍

首
相
は
消
費
税
撤
廃
、
年
収

6

0

0万
円
以
下
所
得
税
ゼ

ロ
、
相
続
税
撤
廃
で
消
費
を
回

復
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
安
倍
首
相
の
プ
ラ
イ
マ
リ

（
財
政
）
黒
字
化
は
所
得
を
激

減
さ
せ
る
共
産
主
義
経
済
で

あ
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
（
財
政
）

赤
字
＝
財
政
拡
大
が
国
民
の

所
得
を
増
や
す
。

●
消
費
税
と
は

　
消
費
税
は
「
消
費
を
す
る

な
」
の
税
金
で
あ
る
。

　
消
費
が
減
少
す
れ
ば
生
産

も
減
少
し
労
働
者
が
必
要
な

く
な
り
、
正
規
社
員
が
非
正
規

社
員
に
な
り
、
無
職
者
が
増
え

る
。
総
労
働
人
口
の

4割
を
非

正
規
と
無
職
者
が
占
め
れ
ば

日
本
社
会
は
崩
壊
す
る
。

　
こ
れ
を
実
行
し
て
い
る
の

が
政
治
家
、
経
団
連
、
マ
ス
コ

ミ
で
あ
る
。

　
ト
ヨ
タ
は
年
間

2兆
円
の

利
益
を
上
げ
て
い
る
の
に
法

人
税

5年
間
を
安
倍
首
相
は

免
除
し
た
。
し
か
も
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
殆
ど
し
な
い
。

　
ト
ヨ
タ
に
問
い
合
わ
せ
た

が
反
論
し
な
い
。
そ
の
後
ろ
に

共
産
主
義
の
財
務
省
、
財
政
破

綻
論
者
の
元
東
京
大
学
教
授

の
伊
藤
元
重
、
吉
川
洋
が
居

る
。
消
費
増
税
と
プ
ラ
イ
マ
リ

黒
字
化
は
緊
縮
財
政
で
あ
り

即
刻
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

　
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
金
融
政

策
を
実
施
す
る
ヤ
カ
ラ
や
財

政
政
策
＝
財
政
出
動
を
拒
否

す
る
ヤ
カ
ラ
は
反
日
で
あ
る
。

●
共
産
主
義
経
済
（
独
裁
資
本

　
主
義
）
で
国
家
は
滅
ぶ

　
プ
ラ
イ
マ
リ
バ
ラ
ン
ス
黒

字
化
に
つ
い
て
、
知
己
の
あ
る

衆
議
院
議
員
２
名
に
質
問
し

た
こ
と
が
あ
る
。

　
プ
ラ
イ
マ
リ
バ
ラ
ン
ス
黒

字
化
は
、
税
収
が

50兆
円
な
ら

国
家
予
算
１
０
０
兆
円
を

50

兆
円
に
す
る
緊
縮
財
政
で
あ

り
、
実
行
す
れ
ば
国
民
の
半
数

は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
私
が
質
問
し
た
代
議

士
は
二
人
と
も
政
府
が
１
０

０
０
兆
円
の
借
金
（
日
銀
と
国

民
が
課
し
た
金
）
を
抱
え
て
い

る
か
ら
財
政
拡
大
や
減
税
は

不
可
能
で
あ
る
と
答
え
た
。

　
彼
ら
は
わ
が
国
が
世
界
一

の
債
権
大
国
で
あ
る
こ
と
を

理
解
で
き
て
い
な
い
独
裁
資

本
主
義
者
で
あ
る
。
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日
本
政
府
は
、
３
月
５
日
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
水
際

対
策
と
し
て
、
中
国
及
び
韓
国

か
ら
の
入
国
を
制
限
す
る
と
発

表
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、

▽
３
月
９
日
か
ら
中
韓
両
国

へ
の
ビ
ザ
免
除
措
置
と
発
行

済
み
ビ
ザ
の
効
力
を
停
止
す
る

こ
と
、
▽
両
国
か
ら
日
本
へ
入

国
す
る
者
（
日
本
人
含
む
）
に

対
し
、
指
定
場
所
で
の
２
週
間

の
待
機
を
要
請
す
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
韓

国
政
府
は
翌
６
日
、
康
京
和
外

相
が
駐
韓
日
本
大
使
を
呼
び

出
し
、
措
置
の
不
当
性
を
訴
え

た
上
で
、
「
日
本
側
が
撤
回
し

な
い
場
合
、
我
々
も
相
互
主
義

に
基
づ
い
た
必
要
な
対
応
策

を
講
じ
る
」
と
主
張
し
た
。

　
ま
た
、
韓
国
メ
デ
ィ
ア
は
、

日
本
政
府
の
措
置
に
つ
い
て

「
安
倍
政
権
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
失
敗
か
ら
目

を
逸
ら
さ
せ
、
支
持
を
取
り
戻

す
た
め
に
行
っ
た
政
治
的
な

措
置
」
な
ど
と
の
見
方
を
示
し

た
。
そ
の
後
、
韓
国
政
府
は
，

日
本
に
対
抗
し
た
入
国
制
限

措
置
を
発
表
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
政
府
が
措
置

を
発
表
し
た
３
月
５
日
時
点

の
韓
国
の
感
染
者
数
は
５
千

７
６
６
人
で
、
世
界
２
位
（
１

位
：
中
国
・
８
０
，４
０
９
人
，

３
位
：
イ
ラ
ン
・
２
，
９
２
２

人
）
で
あ
っ
た
ほ
か
、
前
日
比

で
４
３
８
人
も
感
染
者
数
が

増
え
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
客
観
的
な
状
況

か
ら
す
れ
ば
、
極
め
て
妥
当
な

措
置
で
あ
り
、
韓
国
側
の
批
判

は
当
た
ら
な
い
。
同
様
に
措
置

の
対
象
と
な
っ
た
中
国
の
外

務
省
は
、
「
科
学
的
、
専
門
的

か
つ
適
切
な
措
置
を
取
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
」
と
の
コ
メ

ン
ト
を
発
表
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
韓

国
政
府
は
、
中
国
に
対
し
て
は

何
も
せ
ず
、
５
日
時
点
の
感
染

者
数
が
３
１
８
人
（
ク
ル
ー
ズ

船
除
く
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
日

本
に
対
し
て
の
み
入
国
制
限

措
置
を
講
じ
た
。

　
こ
れ
は
、
「
日
本
の
や
る
こ

と
に
は
無
条
件
に
反
発
・
対
抗

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
韓
国
の
異
常
な
対
日
観
に

基
づ
く
対
応
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
韓
国
側
に
こ
そ
反

日
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
っ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
低
下
傾
向
に
あ
っ

た
文
在
寅
政
権
の
支
持
率
を

回
復
さ
せ
よ
う
と
い
う
政
治

的
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
更
に
は
、
４
月
の
韓
国

国
会
議
員
総
選
挙
を
前
に
、
反

日
を
総
選
挙
に
利
用
し
よ
う

と
す
る
意
図
も
感
じ
ら
れ
る
。

現
に
昨
夏
、
韓
国
与
党
・
共
に

民
主
党
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

が
、
「
日
韓
対
立
へ
の
強
硬
対

応
が
来
年
の
総
選
挙
の
た
め

の
好
材
料
に
な
る
」
と
い
う
趣

旨
の
秘
密
報
告
書
を
作
成
し

て
い
た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
、
波

紋
を
呼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

韓
国
政
府
が
事
あ
る
ご
と
に

反
日
を
政
治
利
用
す
る
の
は
、

潜
在
的
に
日
本
の
こ
と
を
そ

の
程
度
の
軽
い
存
在
と
見
て

い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
韓

国
に
対
し
、
様
々
な
配
慮
を
行

っ
て
き
た
が
、
韓
国
が
日
本
を

軽
く
見
て
い
る
以
上
、
今
後
、

そ
の
よ
う
な
配
慮
は
一
切
必

要
な
い
。
慰
安
婦
問
題
や
旧
朝

鮮
半
島
出
身
労
働
者
問
題
等

に
お
い
て
も
、
日
本
政
府
は
原

則
的
な
対
応
を
貫
き
、
一
切
譲

歩
す
る
必
要
は
な
い
。

主　張

新
型
コ
ロ
ナ
で
世
界
大
恐
慌
勃
発

稲
毛
新
聞
論
説
員
　
入
野

守
雄

　

1
9
4
7年

2月

27日
、台

北
市
で
闇
タ
バ
コ
を
販
売
し

て
い
た
女
性（
林
江
邁
、

40歳
、

2人
の
子
持
ち
寡
婦
）
を
、
中

華
民
国
の
官
憲
（
台
湾
専
売
局

台
北
支
局
密
売
取
締
員

6名

と
警
察
官

4名
）
が
摘
発
し

た
。
女
性
は
土
下
座
し
て
許
し

を
懇
願
し
た

が
、
取
締
官
は

女
性
を
銃
剣
の

柄
で
殴
打
し
、

商
品
お
よ
び
所

持
金
を
没
収
し

た
。
戦
後
の
台

湾
で
は
、
日
本

統
治
時
代
の
専

売
制
度
を
引
き
継
ぎ
酒
・
タ
バ

コ
・
砂
糖
・
塩
等
は
全
て
中
華

民
国
に
よ
っ
て
専
売
と
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
中
国
大
陸

で
は
タ
バ
コ
は
自
由
販
売
が

許
さ
れ
て
い
た
た
め
、
多
く
の

台
湾
人
が
こ
の
措
置
を
差
別

的
と
考
え
、
不
満
を
持
っ
て
い

た
。
タ
バ
コ
売
り
の
女
性
に
同

情
し
て
、
多
く
の
台
湾
人
が
集

ま
っ
た
。
す
る
と
取
締
官
は
今

度
は
民
衆
に
威
嚇
発
砲
し
た

が
、
ま
っ
た
く
無
関
係
な
台
湾

人
（
陳
文
渓
）
に
命
中
し
死
亡

さ
せ
た
後
に
逃
亡
し
た
。

　
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け

に
、
民
衆
の
中
華
民
国
へ
の
怒

り
が
爆
発
し
た
。
翌

28日
に
は

抗
議
の
デ
モ
隊
が
市
庁
舎
へ

大
挙
し
て
押
し
か
け
た
が
、
中

華
民
国
側
は
強
硬
姿
勢
を
崩

さ
ず
、
憲
兵
隊
は
市
庁
舎
の
屋

上
に
機
関
銃
を
据
え
て
、
非
武

装
の
デ
モ
隊
へ
向
け
て
無
差

別
に
掃
射
を
行
い
多
く
の
市

民
が
殺
害
さ
れ
た
。
こ
の
後
、

国
府
軍
は
台
北
以
外
の
各
地

で
も
台
湾
人
へ
の
無
差
別
発

砲
や
処
刑
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
省
人
側
は
国
民
政
府
に

占
拠
さ
れ
て
い
る
諸
施
設
へ

大
規
模
な
抗
議
行
動
を
展

開
。
日
本
語
や
台
湾
語
で
話
し

か
け
、
答
え
ら
れ
な
い
者
を
外

省
人
と
認
め
る
と
暴
行
す
る

な
ど
の
反
抗
手
段
を
行
っ

た
。
台
湾
住
民
の
中
に
は
日
本

語
が
話
せ
な
い
グ
ル
ー
プ
も

い
た
が
、
「
君
が
代
」
は
国
歌

と
し
て
全
て
の
台
湾
人
が
歌

え
た
た
め
、
本
省
人
た
ち
は
全

台
湾
人
共
通
の
合
言
葉
と
し

て
「
君
が
代
」
を
歌
い
、
歌
え

な
い
者
（
外
省
人
）
を
排
除
し

つ
つ
行
進
し
た
。
ま
た
、
本
省

人
側
は
ラ
ジ
オ
放
送
局
を
占

拠
。
軍
艦
マ
ー
チ
と
共
に
日
本

語
で
「
台
湾
人
よ
立
ち
上
が

れ
！
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
劣
勢
を
悟
っ
た
中
華
民
国

の
長
官
府
は
、
一
時
本
省
人
側

に
対
し
て
対
話
の
姿
勢
を
示

し
た
が
、
在
台
湾
行
政
長
官
兼

警
備
総
司
令
陳
儀
は
、
大
陸
の

国
民
党
政
府
に
密
か
に
援
軍

を
要
請
し
た
。
陳
は
「
政
治
的

な
野
望
を
持
っ
て
い
る
台
湾

人
が
大
台
湾
主
義
を
唱
え
、
台

湾
人
に
よ
る
台
湾
自
治
を
訴

え
て
い
る
」
「
台
湾
人
が
反
乱

を
起
こ
し
た
」
「
組
織
的
な
反

乱
」
「
独
立
を
企
て
た
反
逆
行

為
」
「
奸
黨
亂
徒
に
対
し
、
武

力
を
も
っ
て
殲
滅
す
べ
し
」
と

の
電
報
を
蒋
介
石
に
送
っ
て

い
る
。

　
蒋
介
石
は
陳
儀
の
書
簡
の

内
容
を
鵜
呑
み
に
し
、
翌
月
、

第

21師
団
と
憲
兵
隊
を
大
陸

か
ら
援
軍
と
し
て
派
遣
。
こ
れ

と
連
動
し
て
、
陳
儀
の
部
隊
も

一
斉
に
反
撃
を
開
始
し
た
。

　
裁
判
官
・
医
師
・
役
人
を
は

じ
め
日
本
統
治
時
代
に
高
等

教
育
を
受
け
た
エ
リ
ー
ト
層

が
次
々
と
逮
捕
・
投
獄
・
拷
問

さ
れ
、
そ
の
多
く
は
殺
害
さ
れ

た
。
ま
た
、
国
民
党
軍
の
一
部

は
一
般
市
民
に
も
無
差
別
的

な
発
砲
を
行
っ
た
。
基
隆
で
は

街
頭
に
て
検
問
所
を
設
け
、
市

民
に
対
し
、
北
京
語
を
上
手
く

話
せ
な
い
本
省
人
を
全
て
逮

捕
し
、
針
金
を
本
省
人
の
手
に

刺
し
込
ん
で
縛
っ
て
束
ね
、

「
粽
（
チ
マ
キ
）
」
と
称
し
、

ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
、
そ
の
ま
ま

基
隆
港
に
投
げ
込
ん
だ
。
台
湾

籍
の
旧
日
本
軍
人
や
学
生
の

一
部
は
、
旧
日
本
軍
の
軍
服
や

装
備
を
身
に
付
け
て
、
国
府
軍

部
隊
を
迎
え
撃
ち
戦
っ
た
。

　
し
か
し
、
最
後
は
こ
れ
ら
も

制
圧
さ
れ
、
台
湾
全
土
が
国
府

軍
の
支
配
下
に
収
ま
っ
た
。
犠

牲
者
数
は

1万

8千
～

2万

8千
人
と
さ
れ
て
い
る
。

台
湾
の
李
登
輝
元
総
統
の
教
え
　
⑥

稲
毛
新
聞
主
幹

佐
藤

正
成

　
二
・
二
八
事
件
、

1
9
4
7年

2月

28日
に
台
湾
の
台
北
市
で
発
生
し
、そ
の
後
台
湾
全
土

に
広
が
っ
た
、
中
国
国
民
党
政
権
に
よ
る
長
期
的
な
白
色
テ
ロ
、
す
な
わ
ち
民
衆（
当
時
は
ま

だ
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
た
本
省
人
（
台
湾
人
と
日
本
人
）
弾
圧
・
虐
殺
の
引
き
金
と
な
っ
た

事
件
。

1
9
4
7年

2月

27日
、台
北
市
で
闇
タ
バ
コ
を
販
売
し
て
い
た
本
省
人
女
性
に
対
し
、

取
締
の
役
人
が
暴
行
を
加
え
る
事
件
が
起
き
た
。
こ
れ
が
発
端
と
な
っ
て
、翌

2月

28日
に
は

本
省
人
に
よ
る
市
庁
舎
へ
の
抗
議
デ
モ
が
行
わ
れ
、
憲
兵
隊
が
こ
れ
に
発
砲
、抗
争
は
た
ち
ま

ち
台
湾
全
土
に
広
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

台
湾
の
二
・
二
八
事
件

美
浜

区
須

藤
正

新型コロナウイルス韓国の異常な対抗心

論壇

イタリアンバルＭＡＲＩＯ

奄
美
群
島
の
徳
之
島
の
食
材
が
楽
し
め
る

　
鹿
児
島
県
の
奄
美
群
島
に

属
す
る
徳
之
島
は
、
周
囲
約

80

キ
ロ
、
人
口
２
万
７
千
人
の
離

島
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
果
樹
等
の
農
業
や
近
海
漁

業
が
主
な
産
業
で
、
出
生
率
第

１
位
と
い
う
側
面
を
持
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
徳
之
島
の
材
料

を
使
っ
た
イ
タ
リ
ア
料
理
の

お
店
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
」
が
若
葉

区
東
寺
山
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
様
々
な
店
が
集
ま
る
人
通

り
の
多
い
商
業
施
設
の
中
に

あ
り
、
注
目
度
も
高
い
。

　
オ
ー
プ
ン
初
日
か
ら
店
内

は
賑
わ
い
を
見
せ
、
徳
之
島
の

味
を
堪
能
し
て
い
る
お
客
様

で
い
っ
ぱ
い
…
。
地
元
千
葉
出

身
の
オ
ー
ナ
ー
が
、
徳
之
島
に

住
む
祖
母
の
お
世
話
の
為
島

に
移
住
、
そ
こ
で
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
店
の
こ
こ
は
２
号
店
に

あ
た
る
。
「
徳
之
島
産
の
食
材

は
独
特
の
風
合
い
が
イ
タ
リ

ア
料
理
に
合
う
と
思
う
」
と
語

る
の
は
岸
岡
オ
ー
ナ
ー
。

　
桜
島
の
溶
岩
で
作
っ
た
窯

で
焼
く
本
格
ピ
ザ
を
始
め
、
多

く
の
メ
ニ
ュ
ー
に
徳
之
島
の

味
が
楽
し
め
る
。
中
で
も
徳
之

島
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
玉
ね
ぎ
を

使
っ
た
ジ
ャ
ー
マ
ン
ピ
ザ
は
、

そ
の
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
が

独
特
で
早
く
も
人
気
。
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
価
格
帯
の
ラ
ン
チ

か
ら
、
お
酒
も
一
緒
に
楽
し
め

る
デ
ィ
ナ
ー
ま
で
、
幅
広
い
年

代
層
の
方
が
イ
タ
リ
ア
料
理

を
味
わ
え
る
お
店
だ
。

０
４
３
・
２
１
６
・
２
４
２
８

　
若
葉
区
東
寺
山
町
５
８
１
の
４

　
店
舗
の
撤
退
を
検
討
し
て

い
た
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
経
営
会

社
に
男
が
言
葉
巧
み
に
取
り
入

っ
た
も
の
の
、
一
向
に
引
き
継

ぎ
の
準
備
を
始
め
な
い
男
に
業

を
煮
や
し
た
会
社
側
が
テ
ナ
ン

ト
の
賃
貸
借
契
約
を
解
約
し

て
撤
退
を
し
た
と
こ
ろ
、
男
が

テ
ナ
ン
ト
の
転
貸
借
契
約
が

成
立
し
て
お
り
、
勝
手
な
解
約

で
業
務
が
で
き
な
く
な
っ
た

と
会
社
側
に
あ
り
も
し
な
い
損

害
の
賠
償
を
求
め
る
と
い
う
事

案
が
発
生
し
た
。

　
男
は
会
社
側
に
「
毎
月
賃
料

を
払
う
、
迷
惑
を
か
け
な
い
」と

の
偽
名
で
の
誓
約
書
を
提
出
し

た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
約

束
す
ら
守
ら
ず
、
事
業
引
継
ぎ

の
準
備
も
開
始
す
る
そ
ぶ
り
を

見
せ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
会
社
側
に
や
く
ざ

ま
が
い
の
言
葉
づ
か
い
で
す
ご

む
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、
警

察
か
ら
直
接
の
接
触
を
控
え
る

よ
う
指
導
が
あ
っ
た
こ
と
を
ふ

ま
え
、
会
社
側
は
男
に
事
業
を

引
き
継
が
せ
る
こ
と
を
断
念

し
、
テ
ナ
ン
ト
の
賃
貸
借
契
約

を
正
式
に
解
約
し
、
撤
退
を
決

め
た
。
退
去
日
ま
で
の
あ
い
だ

に
な
か
な
か
男
と
の
連
絡
が
つ

か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
社

側
は
男
の
私
物
を
テ
ナ
ン
ト
か

ら
持
ち
出
し
て
保
管
す
る
善
意

を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
あ
り
も
し

な
い
「
テ
ナ
ン
ト
の
転
貸
借
契

約
」
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
テ

ナ
ン
ト
の
使
用
権
限
は
男
に
あ

る
と
し
て
、
「
勝
手
に
テ
ナ
ン

ト
に
入
っ
た
の
は
住
居
侵
入
、

私
物
を
勝
手
に
持
ち
出
し
た
の

は
窃
盗
に
あ
た
る
。
損
害
金
を

払
わ
な
け
れ
ば
告
訴
す
る
」
と

金
銭
を
要
求
し
て
き
た
。

　
そ
れ
以
上
に
信
じ
ら
れ
な
い

こ
と
は
、
連
絡
が
弁
護
士
か
ら

だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
弁

護
士
は
状
況
を
把
握
し
な
い
ま

ま
会
社
側
に
事
情
を
聴
い
て
い

た
が
、
会
社
側
が
説
明
に
難
儀

す
る
始
末
だ
っ
た
と
い
う
。

　
転
貸
借
契
約
書
が
あ
る
わ
け

で
も
な
け
れ
ば
、
テ
ナ
ン
ト
内

で
男
が
事
業
を
始
め
る
準
備
も

何
も
し
て
い
な
い
こ
と
は
調
べ

れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
弁
護

士
は
何
の
ウ
ラ
も
取
ら
ず
に
、

た
だ
金
銭
を
要
求
す
る
男
の
言

い
分
を
弁
護
士
名
で
会
社
側
に

伝
え
た
だ
け
で
あ
り
、事
実
上
、

男
の
恐
喝
行
為
を
弁
護
士
名
で

支
援
す
る
結
果
を
招
い
た
責
任

は
重
大
だ
。
弁
護
士
倫
理
に
反

す
る
こ
と
は
極
め
て
明
白
な
こ

と
か
ら
、
会
社
側
は
所
属
弁
護

士
会
へ
の
懲
戒
請
求
を
検
討

し
た
い
と
し
て
い
る
。

　
世
界
中
に
猛
威
を
振
る
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
封
じ

込
め
対
策
に
追
わ
れ
る
中
、
新

手
の
詐
欺
ま
で
発
生
し
て
い

る
。
本
紙
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報

に
よ
る
と
、
若
葉
区
内
の
男
性

宅
に
「
政
府
か
ら
支
援
金
が
出

る
が
、
送
金
先
の
あ
な
た
の
口

座
が
詐
欺
に
悪
用
さ
れ
凍
結

対
象
に
な
っ
て
い
る
」
と
し

て
、
必
要
な
手
続
き
の
た
め
に

口
座
番
号
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
の
暗
証
番
号
を
教
え
る

よ
う
求
め
て
き
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

は
実
在
し
な
い
公
的
機
関
を

名
乗
り
「
支
援
金
支
給
開
始
の

お
知
ら
せ
」
と
の
不
審
な
メ
ー

ル
が
届
き
始
め
て
も
い
る
。
申

請
書
の
郵
送
提
出
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
電
子
申
請

の
方
が
処
理
に
要
す
る
期
間

が
短
く
、
有
利
だ
な
ど
と
う
た

っ
て
い
る
。
調
べ
る
ま
で
も
な

く
詐
欺
で
あ
る
こ
と
は
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
人

々
が
感
染
防
止
に
注
意
を
払

い
、
経
済
活
動
の
自
粛
や
様
々

な
忍
耐
を
強
い
ら
れ
て
い
る

中
、
そ
れ
を
利
用
し
て
詐
欺
を

働
こ
う
と
す
る
者
が
い
る
と

は
信
じ
ら
れ
な
い
し
、
腹
立
た

し
い
。
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
こ
ち
ら
も「
感
染
」

を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
支
援
の
方
法
は
決
定
さ
れ

れ
ば
県
や
市
を
通
じ
て
何
ら

か
の
通
知
で
示
さ
れ
る
は
ず

で
あ
り
、
「
電
話
で
口
座
番
号

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗

証
番
号
を
聞
き
出
す
」
こ
と
は

絶
対
に
な
い
し
、
「
メ
ー
ル
で

手
続
き
を
知
ら
せ
て
く
る
」
こ

と
も
あ
り
得
な
い
か
ら
、
決
し

て
乗
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
の
手
の
電
話
に
は
対
応

し
て
は
い
け
な
い
。
会
話
を
始

め
る
と
、
言
葉
巧
み
に
術
中
に

は
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。
詐
欺
電

話
に
騙
さ
れ
な
い
自
信
の
あ

る
人
ほ
ど
は
め
ら
れ
る
傾
向

が
高
い
か
ら
要
注
意
だ
。
万
一

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
も
相
手
に
せ
ず
、
ま

た
、
う
っ
か
り
会
話
を
始
め
て

し
ま
っ
て
も
、
い
き
な
り
ガ

チ
ャ
切
り
し
て
す
ぐ
に
１

１
０
番
通
報
し
て
お
く
べ

き
だ
ろ
う
。

本
契
約
解
約
で
金
銭
要
求

（3）　令和2年 4 月 3 日発行 第 283 号稲毛新聞

　
外
壁
塗
装
が
劣
化
す
る
と

建
物
の
傷
み
が
早
く
な
り
ま

す
。
新
築
か
ら

10～

15年
そ
の

後
、

10年
ご
と
に
塗
り
替
え
る

と
建
物
も
長
持
ち
し
ま
す
。

　
し
か
し
塗
装
の
耐
久
性
に

は
塗
料
の
質
と
塗
装
技
術
の

差
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　
マ
イ
ケ
ン
の
塗
装
技
術
と

丁
寧
な
仕
事
に
は
定
評
が
あ

り
ま
す
。
春
は
日
が
伸
び
て
天

気
も
安
定
し
外
壁
塗
装
に
む

い
た
季
節
で
す
。

　
外
壁
塗
装
を
考
え
て
い
る

お
宅
は
マ
イ
ケ
ン
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
出
張
相

談
、
見
積
も
り
は
無
料
で
す
。

　
社
長
の
ひ
と
り
言

　
『
火
曜
日
の
ラ
ン
チ
』

　
い
つ
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス

ト
ラ
ン
で
ラ
ン
チ
を
し
て
い

ま
す
が
普
段
の
日
は
待
た
ず

に
席
に
座
れ
る
の
に
火
曜
日
は

奥
様
達
が
大

勢
い
て
ほ
と

ん
ど
順
番
待

ち
で
す
。
土
曜
日
と
日
曜
日
は

ご
主
人
と
お
子
さ
ん
が
い
る
の

で
家
庭
内
の
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま

り
月
曜
に
な
る
と
お
友
達
と
連

絡
を
取
り
合
い
火
曜
日
の
ラ
ン

チ
で
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
お
か
げ

で
お
店
は
火
曜
日
も
席
が
空
い

て
い
ま
す
。
奥
様
達
の
溜
ま
っ

た
ス
ト
レ
ス
は
ど
う
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
お
部
屋
の
模

様
替
え
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
て

ス
ト
レ
ス
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る

の
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？

※
連
絡
先
・
千
葉
市
稲

毛
区

小

中
台
町

1
2
0
1～

14


０
４
３
・
２
０
７
・
７
１
２
２

住
ま
い
の
救
急
社
！

地
元
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
店

（
有
）
マ
イ
ケ
ン

テ
ナ
ン
ト
転
貸
契
約
成
立
と
難
癖

新
型
コ
ロ
ナ
詐
欺
に
注
意

　

5月

31日
（
日
）
市
原
市
の

上
総
更
級
公
園
で
、
県
内
の
よ

さ
こ
い
チ
ー
ム

20チ
ー

ム
が
集

ま
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
地
元
市
原
市
だ
け
で
な
く
、

千
葉
市
・
船
橋
市
・
木
更
津
市

・
銚
子
市
な
ど
県
内
各
地
か
ら

多
く
の
人
が
集
結
す
る
。

　
よ
さ
こ
い
の
魅
力
は

踊
り
だ

け
で
は
な
い
。
よ
さ
こ
い
を
通

し
て
様
々
な
世
代
の
人
が

繋
が

る
こ
と
で

魅
力
が
あ
る
。

　

"よ
さ
こ
い
は
ま
ち
づ
く
り

の
特
効
薬

"と
言
わ
れ
て
い
る

が

1
9
5
4年

に
徳
島
の

阿
波

踊
り
に
対
抗
す
る

形
で
高
知
で

生
ま
れ
た
よ
さ
こ
い

祭
り
。
そ

こ
に
は
、
商
店
街
の
夏
枯
れ
対

策
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
意
味

も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
札
幌
の

「

Y
O
S
A
K
O
Iソ

ー
ラ
ン

祭
り
」
が
今
や
全
国
に
広
ま
り
、

千
葉
県
で
も

20年
前
か
ら
毎
年

よ
さ
こ
い

祭
り
を
開

催
し
て
い

る
。
県
内
で
の
貴
重
な
お

披
露

目
の
場
に

是
非
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は

0

9

0・

6
1
8
5・

5
2
0
0

（
小
川
）

外
壁
塗
装
は
今
が
お
ス
ス
メ

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
開
催

千葉のよさこいソーランチーム

漏
っ
た
・
詰
っ
た
・
壊
れ
た
も
笑
顔
で
参
上
。

5月

31日
（
日
）
市
原
市
上
総
更
級
公
園
で

誠実をモットーに地域社会に奉仕する

ときや不動産
千葉県知事第3588号

土地・マンション・売買・仲介

千葉市稲毛区小仲台6-2-16

043-253-0503㈹

株式

会社

振
込
先
口
座
番
号
教
え
て

イ
タ
リ
ア
ン
が
東
寺
山
に
オ
ー
プ
ン
！


